
（別紙様式１） 
平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 

   

学 校 名 垂井町立北中学校 

実 施 期 間 平成２５年１０月２６日（土）～１１月２９日（金） 

実 施 概 要  ・ 学校行事として「合唱発表会」の実施（１０月２６日） 

 ・ 校区の地域（府中地区及び岩手地域）の文化祭へ参加（１１月１０日） 

 ・ PTAと全校生徒による資源回収作業（１１月１６日） 

・ 車椅子バスケット選手による講演と生徒も交えた体験活動（１１月２９日）

実 施 内 容  学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   ☑文化   □産業   ☑その他 

 公開の方法 
  □授業公開 ☑成果発表 ☑交流活動 ☑講演会 
  ☑地域行事参加     □その他 

来 校 者 数 保 護 者       １８０人
計   ２３０人

地域関係者         ５０人

実 施 状 況 ・学校行事として「合唱発表会」の実施 

  １０月２６日（土）、垂井町文化会館で保護者はもちろん地域の方もお招きし

て「合唱発表会」を実施した。多くの方の感動をよぶ合唱が披露でき、生徒はも

とより、聞いてくださった方々も大満足の「合唱発表会」となった。保護者は、

ほぼ全世帯数の参観があり、土曜日ということもあり、家族連れで参観してみえ

た。地域の方も、連合自治会長様、民生児童委員様等、生徒の頑張りに感動して

帰られた。 

・校区の地域の文化祭へ参加 

  １１月１０日（日）、吹奏楽部は、地域の方へ演奏を披露し、その他の多くの

生徒はボランティアでこの運営に携わった。地域の方から中学生がよく動いてく

れたので助かったというお声を多くいただきよかった。 

・資源回収 

  １１月１６日（土）、保護者と生徒が親子で取り組む資源回収を実施した。事

前に資源回収の案内を生徒の手で一件ずつ配付し、その配付した家庭の資源は、

責任をもって回収作業をした。 

・車いすバスケット選手の講演 

  １１月２９日（金）、車いすバスケット選手の方２名に「身近な人の存在」を

テーマに講演していただいた。お一人は、校区の方で親近感を覚え、生徒６名に

よる車いすバスケットの体験活動をうまくリードしてくださり、全校生徒に有意

義な時間となった。 

成果及び課題 ◎「合唱発表会」は、多くの方から感想をいただいた。その一部を載せる。 
「とてもすばらしい歌声。勇ましい、軽やか、透き通るような声、なんてすばら

しいときを過ごさせていただいたことでしょう。歌っている孫の姿を見ながら

涙がこぼれるのをとめられなくなりました。感激です。感動です。」 

◎地域の文化祭や資源回収は、ボランティア活動をする心の成長が様々なところに

見られ、運営に当たった生徒自身はもちろん、地域の方や保護者の方も生徒の動

きをほめてくださった。 

◎「身近な人の存在」をテーマに講演していただき、個々の生徒が自分自身を振り

返ることができ、有意義な取組となった。人権週間の先駆けともなり、１２月の

「ひびきあい集会」へとつなげることができた。 
 


